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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

· 薬局より、今まで外用薬として使用していたオイラックス軟膏・オイラックスＨ軟膏・ウレパール軟膏がクリームと、名称変更となりました。医師からの指示が出た際に処方箋の確認をお願いします。

· 本日、元沢　政治様のお小遣い５千円を本人に渡しています。スタッフ管理の残金はありません。

· ３階女子トイレと、３０７号室の蛍光灯が切れているので本日の深夜帯に発注する事とします。

· 沢田Ｎｓ・藤原（英）Ｎｓの病欠に伴い受け持ち患者様の調整をしています。担当者は自分の名前を看護記録の受け持ちスタッフ欄に書き、担当の変更を患者様にきちんと伝えて下さい。欠勤中のスタッフが復帰したら随時変更していきます。

· 現在、北病棟に２部屋空床がありますが、西病棟に確認しリストアップされている患者様の主治医より確認が取れ次第、転棟の運びとなるそうです。

＜患者様連絡事項＞

・稲垣　恵利子様～変形性膝関節症の為、疼痛や、膝の違和感を訴えており、最近は活動量の低下から体重の増加（先月初め５２ｋｇ～今月5４ｋｇ）が認められています。普通食から１８００ｋｃｌに７/５朝から変更となっていましたが、今まで通り自分でご飯を盛る形態に変わりなく、Ｄｒ指示である事を栄養スタッフに説明し配膳車に、糖尿食と共に配膳して頂いています。間食に関しては１日の摂取量を受け持ちスタッフが今後患者様と相談して状況の確認をし、主治医へ情報提供を行っていきます。

・木村　梅子様～川端Ｄｒ門診時下痢が続いている為７/４夕よりセンナリド２Ｔ⇒センナリド１Ｔへ減薬となっています。以後定期となります。排便状況の確認の指示出ています。腹部・食事摂取量の確認、観察や、必要時のバイタルサイン測定・腹部マッサージを行って行きましょう。

＜皮膚科診察＞

・田野端　忠夫様～先週６/２８夕より腹部の急性湿疹の為、タベジール２Ｔ２×朝・夕と服用していたが、本日の診察時に腹部急性湿疹軽減されているが服用が必要との事で７/５夕よりタベジール前回同様で７日分臨時処方となっています。腹部の掻痒感等の観察行っていきましょう。

・小坂　君子様～右頸部に節が症状改善され、アズクロ処置本日止め。となっています。他の小さい節に関しては、今後も症状悪化のないように、患部の観察行っていきましょう。

· 浅野　秀子様～爪周囲炎の症状改善され、アズクロ処置本日で止めとなっています。

＜Ｄｒ安ヶ平ケースカンファ＞

· 十日市　利喜様～起床時の倦怠感あるとの事で、来週（火）より減薬の予定となっ　　　　　　

　　　　　　　　　　ています。レボトミン０・５ｍｇ止め。リスパダール３Ｔ３×以後定期予定となっています。減薬により、今後の食事状況・日課の取り組み・精神症状の観察を行っていきましょう。

・三上　勇様～問診時に「宮古チョウカが１１月に迎えに来る。今は下田に居ます。」と話す事あります。今後も妄想に左右された発言の有無等、観察をして行きましょう。

・上村　みわ様～「明日、退院してもいいですか？」と問診時に話しています。Ｄｒより家族の方と話し合って決めて下さい。と話されています。荷物まとめ等の行動化の可能性・日課、リハプロの拒否が考えられるので、対応として、時間を置く・スタッフを変え話してみる等、現実検討をうながしながら行って下さい。

・田野端　忠夫様～問診時、「時々胸が苦しくなる」と話しています。Ｄｒよりそういう時は「休んで下さい」と説明して頂いてます。

・船場　幸子様～最近、ＯＴや日常生活の中で背筋が曲がって来ているとの事で、Ｄｒより、余り無理をしない様にと話されています。

・津嶋　イチ子様～腰痛の訴え聞かれ、アスモロール貼用しており、時々疼痛の出現あるとの事です。疼痛の訴え聞かれる際はアスモロールの貼用をして下さい。

＜注目患者様のケア状況＞

・加賀谷　芙美子様～現在１５時に８０ｋｃｌまでの間食をＤｒ許可のもとに摂取しています。が「小腹がすいた時に食べていたの」と話しています。おやつの管理法について本人へ再度おやつの摂取は１日１回である事を、現在の身体状況と共に説明し、本人の意思を確認（預かりについて）していく事となっています。スタッフの方からも様々な意見がでています。①インスリン注射をした部位の記録を残す。②血糖のデータをとってみる。等です。

＜ＳＳＴセッション評価＞

· メンバー編成を検討中で、アンケートを元に検討して行くのですがアンケート調査の遅れや、病棟移動等があり、８月からの実施を考えています。
・７/７（土）は短期目標の設定となっています。


































